
徳島新未来創生総合計画（Ｒ６→Ｒ７）改善見直しについて

ＰＤＣＡサイクルによる政策評価の手法を活用し、社会情勢の変化や県民ニーズに対応し、
より効果的・効率的な「実効性のある計画」とするため、毎年度、改善見直しを行う。

１ 趣旨

「総合計画審議会」や県議会による論議、
県民意見を聴取の上、計画策定

ＰＬＡＮ〔計画・改訂〕

「総合計画」に示した具体的な施策・事業を遂行

ＤＯ〔実施〕

担当課による自己点検・評価及び
「総合計画審議会」による評価

ＣＨＥＣＫ〔評価〕

「総合計画審議会」による評価結果を踏まえ、
施策の見直しや「総合計画」の改訂

ＡＣＴＩＯＮ〔改善〕

計画（2024-2028）初年度は、前年度評価の工程がないため、
担当課の自己点検による見直しが主

資料１
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徳島新未来創生総合計画（Ｒ６→Ｒ７）改善見直しについて

施策の方向性

具体的な取組・工程

ＫＰＩ

２ 計画の構成

１７戦略

７５戦術

ミッション

ビジョン

安心度ＵＰ
魅力度ＵＰ
透明度ＵＰ

「未来に引き継げる
徳島」の実現
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２月 ５日(水)～
２月１９日(水)
３月１０日(月) （県議会の審議・議決を経て）計画改定

徳島新未来創生総合計画（Ｒ６→Ｒ７）改善見直しについて

４ 今後のスケジュール（予定）

魅 国内年間旅行消費額 (2022) 1,062億円 (2028) 1,380億円【参照統計の変更】
魅 １人あたり県民所得 (2028) 313.4万円 → 333万円【数値の上方修正】 など

４項目
／９３項目ＫＰＩ

安 通学区域制に係る本県に相応しい入学者選抜制度の検討・導入の推進【追加】
魅 藍場浜公園西エリアにおける新ホールの整備【内容追加】
魅 徳島県産業国際化支援機構等と連携した、徳島の食のプロモーション【内容追加】 など

３０項目
／３０９項目施策の方向性

安 「ネイチャーポジティブ（自然再興）」普及に向けた取組の推進【追加】
安 ＤＷＡＴ先遣隊等の構築・充実【追加】
魅 徳島バッテリーバレイ構想の推進【内容追加】 など

４１項目
／３０５項目具体的な取組・工程

７５項目
／７０７項目計

※今後、Ｒ７当初予算案に盛り込まれる事業等を追加

３ 見直し案（1月時点）

パブリックコメント
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徳島新未来創生総合計画（Ｒ６→Ｒ７）改善見直しについて

（１）ＫＰＩ
５ 主な見直し項目（1月時点）

＜修正理由＞
2021年度実績値（320.2万円）が、目標値

を上回ったため、過去の実績値の伸び等を踏
まえ、目標値を上方修正。

＜修正理由＞
変更前の「観光消費額」について、2024年

3月分以降、観光庁による公表がなくなった
ことにより、別指標を設定。

○年間観光消費額
⬇

○国内年間旅行消費額
基準値 目標値
1,062億円(2022) ⇒ 1,380億円(2028)

戦略８ 観光立県の推進～徳島観光復活ビッグバン～

参照統計の変更 数値の上方修正

○1人あたり県民所得（目標値）
３１３．４万円 ⇒ ３３３万円

戦略12 地域経済を牽引する企業の成長と新産業の創生
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徳島新未来創生総合計画（Ｒ６→Ｒ７）改善見直しについて

県民の皆様の御意見や議会で
の議論を踏まえ、県全体の文化
芸術振興や、にぎわいづくりに
寄与するため、藍場浜公園西エ
リアにおいて、持続可能な良い
レガシーとなる新ホールを整備
します。

（２）施策の方向性

県内公立高等学校の通学区域
制に関する有識者会議からの提
言等を踏まえ、生徒の主体的な
進路選択に資する本県に相応し
い入学者選抜制度を検討し導入
を進めます。

＜追加理由＞
通学区域制に関する有識者会

議等において、議論の進展が
あったため。

新

戦略９ 文化芸術の振興戦略１ 徳島新未来創生に向けた
教育再生

５ 主な見直し項目（1月時点）

戦略11 攻めの農林水産業

内容追加
高いブランド力・発信力・商品

開発力を持つ民間企業や徳島県産
業国際化支援機構をはじめとする
関係団体と連携した「徳島の食の
プロモーション」を実施するとと
もに、ＰＲトラックを活用した魅
力発信を強化します。

＜修正理由＞
本県の農林水産物のプロモー

ションを効果的に実施する地域商
社が設立されたため。

内容追加

＜修正理由＞
９月定例会において藍場浜西エ

リアでの新ホール整備に向けたス
タートを切る方針が決定したため。
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徳島新未来創生総合計画（Ｒ６→Ｒ７）改善見直しについて

（３）具体的な取組・工程

戦略４ グリーン社会の構築

５ 主な見直し項目（1月時点）

＜追加理由＞
令和６年能登半島地震における、被災地派遣の教訓を

踏まえ、発災後速やかに福祉ニーズを把握し、円滑な支
援に繋げるＤＷＡＴ先遣隊の創設とともに、人材育成を
図るため。

＜追加理由＞
令和６年３月に、国において「ネイチャーポジティブ

経済移行戦略」が策定されたことに伴い、本県の豊かな
自然環境に根ざした持続可能な経済活動の取組を推進す
ることとしたため。

DWAT（災害派遣福祉チーム）先遣隊等の構築・充実
新

戦略６ 危機管理体制の充実と
県土強靱化（レジリエンス）の推進

「ネイチャーポジティブ」実現に向けた取組の推進
新

内容追加 ＜修正理由＞
徳島バッテリーバレイ構想の策定が完了し、構想の推

進のため各戦略に応じた取組を着実に実施していくため。

戦略12 地域経済を牽引する
企業の成長と新産業の創生

構想の推進戦略に掲げる
「生産性向上/人材育成・確保/新事業展開・誘致促進/
情報発信・普及拡大」の展開

徳島バッテリーバレイ構想の推進
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参 考 資 料
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①対象年齢の拡充（中学校修了まで→１８歳の年度末まで）
②所得制限の撤廃
③入院に係る医療費の完全無償化

令和６年能登半島地震への対応

令和6年1月3日
徳島県トラック協会の協力を得て
県備蓄の飲料水・食料等を支援

ポータブル水再生システム
「WOTA BOX」を活用した
入浴支援

⇒徳島県関連全体で
１,０００人超を派遣

これまでの主な取組①

人的支援 物的支援

継続的に県・市町村職員を派遣令和6年1月2日
現地リエゾン(連絡調整員)派遣

安心度ＵＰ

子どもはぐくみ医療費助成の拡充
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最低賃金の積極的な引上げに係る要請活動

国際線の誘致

香港【グレーターベイエアライン】 韓国【イースター航空】

徳島県初の年間を通した定期便(月・水・土の週3便) 年間を通した定期便(火・木・土の週3便)

11/16～ 運航開始 12/26～ 運航開始

R６年度
引上額(円)

R６年度
最低賃金(円)

R５年度
最低賃金(円)

＋８４９８０８９６徳島
＋５２９７０９１８香川
＋５９９５６８９７愛媛
＋５５９５２８９７高知

○四国４県の最低賃金の状況

令和6年7月5日
県による要請

令和6年8月8日
県議会有志の会派・市長会・県の３者による要請

魅力度ＵＰ これまでの主な取組②

9



魅力ある職場環境づくり

新たな県政運営

超過勤務の縮減
○県職員の超過勤務時間 < 1人当たり月平均>

○県政の横断的司令塔機能を担う知事直轄組織を創設
：知事戦略公室

○国際航空便誘致など徳島の魅力度アップを推進
：観光スポーツ文化部

○少子化対策などに迅速かつ一元的に取り組む
：こども未来部 など

縮減率R5年度(同)R4年度(通年)

▲16.4%19.4時間23.2時間

縮減率R6年度(同)R5年度(上半期)

▲7.2%18.2時間19.6時間

県組織の活性化

県組織の再編 開かれた県庁

県庁１階「県民ホール」
リニューアル(10月～）「ストリートピアノ」設置(7月～）

透明度ＵＰ これまでの主な取組③

○職員採用試験の見直し
(中途採用の拡充、教養試験の見直し等)

○昼休みの柔軟化やワーケーションの試行(7月～）

○「県庁こども参観日」の実施(令和6年8月28日)
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